
自
治
團
盟
は
國
家
の
機
關
に
あ
ら
ず

橋

謡
ロロ

盆

彌

從
來
學
者
は
行
政
機
關

に
付

て
説
明

し

て

曰
は
く
、
行
政
機
關
は
行
政
官
臆
及
公
共
團
膿

な

う

と
。
或
は
曰
は

く
、
國

の
行
政
機
關
に
は
二
種
あ
卦
、

一
は
官
治
行
政

の
機
關
に
し
て
行
政
官
騰
な
め
、
他
は
自
治
行
政
の
機
關
に

し
て
公
共
團
髄
な
う
と
。
或
は
曰
は
く
、
公
共
團
燈
は
國
家
機
關
の

一
と
し
て
行
政
事
務
を
行
ふ
も
の
な
り
と
。
或

は

曰
は
く
、
自
治
行
政
は
自
治
團
膿
に
依
ウ
て
行
ふ
行
政
に
し
て
、
官
治
行
政
は
官
聴
に
依
め
て
行
ふ
行
政
な
ゐ
、

へ

ら

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

あ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

前
者
は
人
格
あ
る
機
關
に
依
る
行
政
に
し
て
、
後
者
は
人
格
な
き
機
關
に
依
る
行
政
な
わ
と
。
或
は
曰
は
く
、
、
公
共

團
膿
ぼ

國
家

の
行
政
機
關
と

し

て
其
の
目
的
事
務
を
途
行

す

る
義
務
を
有
し
、
國
家
以
外
に
濁
立
す
る
者
に
あ
ら

ず
。
假
命

一
箇
の
團
膿
と
し
て
其
の
固
有
の
目
的
事
務
を
認

め
ら
る
＼
竜
、
其

の
事
務
は
國
家
の
法
令

に
撮
ウ
之
を

腱
理
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
と
。
或

は
曰
は
く
、
自
治
團
膿
は
或
る
揚
合
に
於
て
は
國
家
の
機
關
と
な
蚕
て
國
家
の
政
務

自
治
團
髄
に
國
家
の
機
闘

に
あ
ら
ず

一
五

一
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二

を
行

ひ
、
或
は
國
家

の
意
思
を
定

め
、
或

は
之
を
施
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
其

の
外
に
猫
立
の
人
格
者
と
し
て
其
れ

自
身

の
固
有
の
政
務
を
有
す
云
々
と
。
或
は
曰
は
く
、
公
法
人
と
は
國
家
の
機
關
π
る
法
人
を
云
ふ
と
。

如
斯
く
自
治
團
膿
を
以
て
國
家
の
機
關
な
ウ
と
解
す
る
≧
と
は
多
数
學
者
の

一
致
す
る
庭
に
し
て
、
特
に
此
の
黙

に
關
し
て
反
鍋
説
を
唱

へ
、
正
面
よ
う
強
く
論
議
せ
る
者
あ
る
を
知
ら
ず
。
然
れ
ど
竜
自
治
團
禮
が
國
家
の
機
關
な

h
と
云
ふ
説
に
付
て
は
、
予
輩
は
大
に
疑
ひ
無
き
能
は
ず
。

予
輩

の
信
ず
る
庭

に
依
れ
ば
、
機
關
な
る
者
は
元
來
人
格
を
有
せ
ぎ
る
者
な
釦
。
何
ん
と
な
れ
ば

】
箇
の
人
格
者

の
機
能
の
構
成
部
分
力
る
機
關
を
し
て
、
若
し
竜
其
れ
自
身
に
人
格
を
保
有
せ
し
む
る
時
は
、
最
早

↓
個
の
人
格
に

あ
ら
ず
、
同
時
に
籔
個
の
人
格
の
封
立
と
な
り
、
何
れ
か
其
の
主
膿
な
る
や
を
辮
別
す
る
可
か
ら
ざ
る
に
至
る
可
け

れ
ば
な
ム
。
然

る
に
自
治
團
禮
な
る
者
は
國
家
に
依
わ
て
人
格
を
賦
與
せ
ら
れ
π
る
者
な
ゐ
。
吾
人
は
未
だ
人
格
な

き
自
治
團
膿
な
る
者
あ
る
を
聞
か
ず
。
若
し
も
予
輩

の
信
ず
る
如
く
、
機
關
な
る
者
は

一
個
の
人
格
者
の
駕

め
に
其

の
機
能
を
充
實
す
る
道
具
π
る
任
務
を
有
す
る
者
を
指
し
て
稽
す
る
者
に
し
て
、
本
膿
力
る
人
格
者
に
劃
立
す
る
他

の
人
格
者
π
る
こ
と
を
得
ざ
る
者
な
ム
と
す
れ
ば
、
人
格
者
π
る
自
治
團
膿
が
同
時
に
其
の
有
ム
の
儘
に
て
、
他
の

機
關
で
有
る
と

云
ふ

乙
と
は
、
論
理
上
の
矛
盾
を
免
れ
ず
。
予
輩
は
此
の
黙
よ
ム
し
て
、
先
づ
以
て
自
治
團
禮
は
國

家

の
行
政
機
關
な
め
と
の
説
を
排
斥
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
ム
。



.
然
れ
ど
も
、
機
關
が
人
格
を
有
せ
ぎ
る
者
な
る
や
否
や
は
古
來
學
者
の
頻
血
に
論
議
せ
る
慮
な
る
に
關
は
ら
ず
、

未
だ
蹄
着
す
る
庭
あ
る
を
知
ら
ず
、
此
に
於

て
予
輩
は
、
先
づ
以

て
機
關
な
る
者
は
人
格
を
保
有
す

る
者
に
非
ざ
る

所
以
を

一
鷹
辮
明
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

第

一

機
關
人
格
読
駁
論

此
の
黙
に
關
し
て
、
予
輩
は
便
宜
上
東
大
野
村
博
士
の
所
説
を
假
ウ
に
借
ウ
來
h
て
忌
愕
な
き
妄
評
を
加

へ
ん
と

す
。
其
れ
は
、
博
士
は
、
予
輩
に
取
り
て
は
辱
知
の
先
輩
に
し
て
其
の
情
義
に
於

て
後
輩
π
る
予
輩

の
非
禮
を
諒
と

せ
ら
る

＼
丈
け
の
雅
量
を
懐
か
れ
る
者
な
ウ
と
信
ず
る
か
ら
で
あ
る
。

博
士
の
説

(
近
著
行
政
法
六
九
頁
)
に
曰
は
く
、

『
若
し
も
機
關
に
人
格
を
認

め
ず
と
の
説
に
從
ふ
時
は
、
國
家

(
又
は
公
法
人
)
と
其
の
機
關
と
の
間
に
於

て
、
叉
は
國
家

(
叉
は
公
法
人
)
の
機
關
と
人
民
と
の
問
に
於

て
、
叉
は

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ぬ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

機

關
相

互

間

に
於

て
國
家

(
叉
は
公
法
人
)
の
機
關
の
職
務
権
限
を
定
む
る
客
観
的
法
規
は
存
在
す
れ
ど
も
、
其

も

ヘ

へ

も

た

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ら

の
法
規
に
基
づ
き
國
家

(
叉
は
公
法
人
)
の
機
關
は
國
権

(
叉
は
公
法
人
の
政
務
)
を
行
ふ
に
付
き
、
更
に
主
観
的

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

権
利
義
務
を
有
せ
ず
、
國
家

(
叉
は
公
法
人
)
の
機
闘
が
國
家

(
又
は
公
法
人
)
の
法
規
に
基
づ
き
、
公
の
政
務
を

行
ふ
に
付
き

、
蚕
然
無
権
利
の
朕
態

に
立
つ
て
居
る
こ
と
は
、
國
家

(
叉
は
公
法
人
)
の
機
關
を
構
成
せ
ざ
る
普
通

自
治
團
髄
は
國
家
の
機
關
に
あ
ら
ず

一
五
三

亀
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の
私
人
が
、
國
家

(
叉
は
公
法
人
)
の
政
務
を
行
ふ
こ
と
に
付
き
何
等

の
権
利
義
務
を
有
し
な

い
の
と
相
異
な
ら
な

い
と
云
ふ
こ
と
に
な
る
。
其
の
學
説

に
從

ふ

な

ら

ば
、
合
議
制
の
機
關
の
内
部
に
於

て
、
其

の
合
議
燈

π

る
機
關

は
、
之
を
構
成
す
る
各
個
人
に
封
し
て
懲
戒
を
爲
す
灌
を
も
有
せ
ず
、
其
の
合
議
膿
を
構
成
す
る
各
個
人
は
、
合
議

膿

に
封
し
て
其
の
規
律
維
持

の
権
に
服
從
す
る
義
務
を
有
せ
ず
。
上
級
機
關
と
下
級
機
關
と
の
間
に
於

て
、
上
級
機

關

ば
下
級
機
關
に
封
し
て
指
揮
命
命

の
権
を
有
せ
ず
、
下
級
機
關
は
上
級
機
關

の
命
令
に
服
從
す
る
義
務
を
有
し
な

い
も
の
で
あ
る
と
論
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
云
々
と
』
。

右
の
如
く
博
士
は
、
機
關
に
人
格
を
認

め
ず
と
す
れ
ば
、
機
關
は
椹
利
者
π
う
義
務
者
π
る
之
と
能
は
ぎ
る
が
故

に
折
角
機
關
の
職
務
橿
限
を
定

め
だ
る
庭
の
客
観
的
規
定
あ
る
も
、
何
等
の
働
作
出
來
ず
、
其

の
規
定
は
結
局
役
に

立
尤
な

い
之
と
に
な
る
と
云
は
れ
る
が
、
予
輩
が
此
庭
に
機
關
は
人
格
を
有
せ
ず
と
云
ふ
は
、
機
關
は
人
格
に
無
關

係
な
り
と
の
謂
に
あ
ら
ず
、
機
關
は
國
家

の
人
格
を
代
表
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
機
關
に
は
人
格
を
認
む
可
か
ら

ず
と
云
ふ

こ
と
な
う
。
機
關
は
國
家

の
人
格
を
代
表
し
國
家
の
椛
利
を
行
使
す
る
竜
の
な
る
が
故
に
、
機
關
は
自
己

の
人
格
と
権
利
と
を
有
し
て
は
な
ら
漁
と
云
ふ
の
謂
な
り
。
其
れ
は
若
し
も

一
個

の
人
格
者
の

一
個
の
行
駕
で
あ
る

可
き
竜
の
が
、
二
個
の
人
格
者
に
依
り
て
駕
さ
る
＼
と
云
ふ
こ
と
は
有
う
得
可
か
ら
ざ
る
が
故
な
わ
。

機
關
は
國
家
に
代
は
う
て
國
家
の
人
格
を
代
表
し
、
國
家

の
政
務
を
螢

む
儒
め
の
み
の
目
的
に
於
て
存
在
す

る
者



に
し

て
、
國
家

の
権
利
と
人
格

の
外

に
、
機
關
其
れ
自
身

の
椹
利
叉

は
人
格
を

有
す
る
と

云
ふ
は
意
味
を
駕

さ

讐
る

な
り
。
博

士
が
機
關

に
人
格
を
認

め
ざ
れ
ば
、
機
關

は
何
等

の
行
動

を

竜

爲
す

之
と
能
は
ざ
る
可

し

と

云

は
る

＼

は
、
取

う
も
直

き
ず

、
機
關
が
國
家

の
人
格
を
代
表

し
て
行
動
す

る
所
以

の
關
係
を
無
親

せ
ら

る

＼
に
よ
る
者
と
云

ぷ
可
く
、
之
を
言

ひ
換
ゆ
れ
ば
、
権
限
と
権
利
と

の
賑
別
を
明
に
せ
ら
れ
ざ

る
が
爲

め
な
b
。

或

は
博

士
の
主

意
に
於

て
は
、
機
關
が
國
家

の
駕

め
に
行
動
す

る

こ
と
其
れ
自
禮
を
指
し
て
権
利
な
り
と
爲
し

、

從

つ
て
機
關

に
人
格
あ
う
と
爲
す
者
な
う
と

せ
ば
、
其
れ

は
代
表
關
係
を
目
し

て
代

理
關
係
と
駕
す
者

に
し

て
、
博

士
は
機
關

を
以
て
國
家

の
爲

め
に
代
理
行
駕
を
駕
す
者
と
爲
せ
る
者
な
ら
ん
。

而
し
な
が
ら
恐
ら
く
何
人
と
錐
ど

も

機
關
が
國
家

の
行
駕
を
代
理
す

る
者
な
り
と
す

る
者

は
あ

ら
ざ

る
可

し
。
機
關

と
國
家

の
關
係

は
、
代
表
關
係

に
し

て
、
代
表
關
係
は

、
権
利

の
問
題
に
あ
ら
ず
し
て
権
限

の
問
題
な
り
と
予
輩
は
解
す

る
者
な
う
。

抑
も
國
家
は
人
間

の
如
き

形
膿

を
備

へ
ざ
る
者

に
し

て
、
自
ら

の
意

思
を
造

φ
、
自
ら

の
行
駕

を
駕

し
能

は
ぎ

る

者
な
る
が
故

に
、
人
間

に
依
う
構
成

せ
ら
れ
た
る
庭

の
機
關
を
設
備

し

て
、
其

に
依

て
行
動
を
駕

す
者
で
あ

る
。
其

の
機
關

の
行
動

の
範
園
分
量

は
、
静
的

に
は
職
務
で
あ
う
n
動
的

に
は
権
限
で

あ

る
。
機
關

は
此

の
職
務
と
権
限

と

を
國
家

よ
う
與

へ
ら
れ
た
る
外

、
何
者
を
竜
與

へ
ら

る

＼
之
と
な
し
。
機
關

は
其

の
與

へ
ら
れ
カ

る
職
務
権
限

に
於

て
、
國
家

の
人
格

を
代
表
し
、
國
家

の
政
務

を
庭

理
す

る
も

の
と
解
す
可
き
で
あ

つ
て
、
機
關
其
れ
自

身
に
固
有
す

自
治
團
髄
は
國
家
の
機
關

に
あ
ら
ず

一
五
五
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る
人
格
竜
仕
事

竜
有

る
可
き

筈
な
し
。
機
關
を
構
成
す

る
人
間
は
元

よ
り
人
格
者

な
れ
ど

も
、
其

の
人

間
は
機
關
π

る
地
位

に
就
く
と
同
時

に
、
其

の
人
格

は
去
精

せ
ら
れ
π

る
者
な

り
。

謂

は

団
機
關

は
國
家

の
作
用
を
表

現
す

る
爲

め
の

一
個

の
道
具
た
る
に
過
ぎ
ず
。
道
具

に
濁

立
の
生
命
あ

る
筈
な

し
。
國
家

の
機
關
が

一
種

の
道
具
に
遇
ぎ
ず
し
て
、
濁
自

の
人
格
を
有
せ
ざ
る

こ
と

は
、
恰
も
人
間

の
機
關
と
し

て

の
頭

腰
が

、
濁
自

の
人
格
を
有
せ
ぎ
る
と
毫
も
異

な
る
を
見

ざ
る
な
う
。

之
を
要
す
る

に
、
機
關

の
行
動
は
、

一
と
し

て
國
家

の
作
用

を
其

の
限
ら
れ
π
る
範
園
に
於

て
表
現
す
る
も
の
に

有
ら

ぎ
る
は
な
し
。
從

つ
て
機
關

の

一
畢

一
動
は
、
悉
く
國
家

の

一
基

一
動
な
う
と

せ
ぎ
る
可

か
ら
ず
。
之
れ
則
ち

機
關

な
る
も

の
は
、
自

ら

の
人
格
を
有
せ
ず

、
從

つ
て
自
ら

の
権
利
義
務
を
有
す
る
能

は
ざ
る
者

に
し

て
、
其

の
有

す

る
腱

の
竜

の
は
、
職
務
で
あ

り
、
権
限
で

有
ウ
、
職
能
で
有
6
、
権
能
で
有
る
。
之
が
濁
自

の
存
在
を
有
し
人
格

を
有
す

る
竜

の

＼
有
す
る
庭

の
権
利
義
務
と

、
大

に
其

の
性
質
を
異

に
す

る
黙
な
り
。
権

利
義
務
は
人

格
者

に
あ

ら

ぎ
れ
ば
有
す

る
能
は
ず
。
機
關
其
れ
自

身

は
人
格
者

に
あ
ら
ざ
る
が
故

に
、
権

利
義
務
を
有
す

る
能

は
ず

、
機
關
が

一
見

権
利
者

の
如
く

、
義
務
者

の
如
く

に
見
ゆ

る
所
以

の
竜

の
は
、
其
れ
が
國
家

の
人
格
を
代
表

し
て
國
家

の
椹
利

義
務

を
行
使
す

る
か
ら
で
あ

る
。
決
し

て
自

ら
の
椹

利
義
務
を
行
使
す

る
者

に
は
あ

ら
ざ
る
な
う
。
之
を
言

ひ
換
ゆ

れ
ば
機
關
が
椹
限
を
行
使
す

る

Z
と
が
、
恰
竜
機
關
自
身

の
櫻
利
義
務
を
行
使
す
る
か

の
如
く
見
ゆ

る
に
過
ぎ
ざ

る



の
で
あ

る
。

博

士
は
機
關
に
権
能
あ

つ
{
権
利
な

け
れ
ば
、
機
關

は
何

の
働
き
も
出
來

ざ
る
が
如
く

云
は
る
れ
ど

も
、
其

の
椹

利
な
き

こ
と
が
、
機
關

の
特
色
で
あ

る
。
察
す

る
に
博

士
は
、
機
關

の
椹
能
を
以

て
艀
的

の
も

の
と
解

し
、
職
務

の

範
園
と
同

一
の
も

の
と
見

ら
る

＼
に
依

り
、
機
關
が
其

の
職
務
を
逮

行
す

る
爲

め
に
必
要

な
る
資
格
で
あ

る
庭

の
人

格
並

に
権

利
を
機
關

に
も
賦
與
せ
ら
れ
π
る
竜

の
な
り
と
解
せ
ら
る

＼
が
如
き
も

、
其

の
不
可
な

る
所
以
は
既

に
反

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヵ

ミ

あ

も

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や

あ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

覆
し
て
述
べ
カ
る
庭
な
れ
ど
も
、
論
者
は
機
關
に
人
格
を
認

め
ざ
れ
ば
、
國
家
制
度
の
實
際
を
適
切
に
説
明
す
る
可

ヘ

ヘ

ヤ

へ

も

ヘ

マ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

か
ら
ざ
る

こ
と
を

、
頻

り
に
憂
慮

せ
ら
る

＼
に
よ

り
、
念

の
爲

め
之
等

の
黙

に
關
す

る
二
三

の
場
合
を
設
け

て
、
柳

か
論
究
す

る
庭
あ

る
可

し
。

抑
も
國
家
が
機
關

の
職
務
権
限
を
定

め
、
其
れ

に
依
り

て
國
家

の
行
駕

を
儒

さ
し

め
、
其

の
機
關

の

一
畢

一
動
を

し
て
、
悉
く

國
家

の

一
畢

一
動
π
ら
し

む
る

こ
と
は
、
國
家
が
機
關

を
設
け
た
る
精
紳
な
れ
ど
も

、
而
し
な
が
ら
、

機
關

を
構
成
す

る
竜

の
は
自
然
人
な

る
故
、
實

際
上
は
國
家

の
定

め
控
る
職
務
椹
限
を
離
脱
せ
る
行
駕

を
爲

す

こ
と

あ

る
可
し
。
.其

の
場
合

の
行
駕
が

、
眞

に
國
家

の
機
關
と

し
て
の
行
駕
と
認

む
可

か
ら
ざ

る
は
云
ふ
を
侯
た
ず
。
則

ち
其

の
揚
合

の
行
駕

は
、
機
關

の
構
成

者
た
る
人
聞

の
行
爲
な
り
。
其
れ
故
に
斯
る
場
合

に
於

て
は
、
上
級

官
磨
π

ゐ
國
家

の
機
關
が
、
國
家

の
権

利
を
代
表
し

て
其

の
機
關

の
構
成
者
π

る
人
間

を
懲
戒
す

る
場
合

を
生
ず
る
者
な
れ

自
治
團
髄
は
國

家
の
機
關

に
.あ
ら
ず

.

一
五
七
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ど

竜
、
此

の
場
合

に
其

の
人
間

は
、
當
該
機
關

と
し
て
懲

戒
せ
ら

る

＼
に
は
あ
ら
ざ

る
な
り
。
次

に
斯

る
場
合

に
於

て
、
機
關
を
構
成
せ
る
者
の
駕
せ
る
行
駕
が
、
果

し
て
離

脱
行
爲

な

る
や
否
や

は
、
更

に
他

の
國
家

の
其
れ
を
判
定

す

る
當
該
…機
關

に
依
う
割
定

せ
ら

る

㌧
に
依
う

て
明
か
な
る
可
し
。

一
、
訴
願

の
場
合

は
、
人
民
が
行
政
機
關

の
行
爲

に
關
し
、
眞

に
機
關
と
し

て
の
正
當

な
る
行
偶
な

る
や
否
や

に
付
き
疑
問
を
生
ぜ
る
場
合

に
、
其
を
提
議
し

て
上
級
官
聴

力
る
裁
定

機
關

に
剣
定

せ
し

む
る
竜

の
に
し

て
、
之
れ

が
爲

め
に
、
國
家
が
其
等

の
機
關

に
人
格
を
賦
與

せ
る
者
な
り
と
云
ふ
可
か
ら
ず
。
此

の
場
合

は
、
其

の
裁
定

機
關

に
依
う

て
代
表

せ
ら
る

＼
庭

の
國
家
に
劉
し

て
提
議
を
爲
す
も

の
と
解
す
可
し
。

二
、
甲

の
機
關
が
西
な
う
と
し

、
乙

の
機
關

が
西

に
あ
ら
ず
と
駕
し

、
爾
機
關

の
間
に
、
権
限
箏
議
起
れ

る
揚

合

は
如
何
。
此

の
場
合

、
甲
な
る
機
關
が
西
な

う
と

せ
る
は
、

一
慮

國
家
意
思

の
表

現
な
り
と
推
定
す
可
き

も
の
な

れ
と
も

、
乙
な
る
機
關

が
其
れ
と
反
封

の
意

思
を
表
示
せ
る
爲

め
、
何

れ

の
機
關

の
意

思
が
果
し
て
國
家

の
正
常
な

る
眞

の
意

思
な
る
や
不
明
な
う
。
斯

る
場
合

に
於

て
は
、
矢
張

う
其

れ
を
制
定
す
る
権
限
あ

る
機
關

に
依
う

て
眞

の

國
家
意

思
が
決
定
せ
ら
る
可
き
で
あ

る
。
抑
竜
権
限
箏
議

の
場
合

の
如
く
機
關
相
互

の
問
に

一
慮

は
意
見

の
相
違
あ

る

こ
と

は
、
眞

の
國
家
意
思
が
未
だ

登
生
決
定

せ
ぎ
る
間

の
關
係

に
止
ま

る
。
愈

々
眞

の
國
家
意

思
が
登
生
決
定
す

る
時
に
於

て
は
、
権
限
孚
議
な

る
現
象

は
自

然
消
滅
す
可
し
。
之
を
言

ひ
換
ゆ

れ
ば
権
限
箏
議

は
眞

の
國
家
機
關
と



し
て
の
行
動
の
問
題
に
あ
ら
ざ
る
な
う
。
其
れ
故
に
権
限
箏
議

の
如
き
例
を
基
げ
て
直
ち
に
機
關
に
人
格
あ
う
と
強

ち
断
定
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。

三
、
人
民
が
裁
到
所

に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
π
う
と
て
、
其
れ
が
駕
め
に
裁
割
所
が
人
格
を
有
す

る
爲
め
で
あ
る
と
は
云

へ
な

い
。
人
民
が
裁
判
所
と
稽
す
る
國
家
の
機
關
に
封
し
て
起
訴
す
る
之
と
は
、
取
う
竜
直

さ
ず
、
裁
剣
所
と
稽
す
る
機
關
を
通
し
て
國
家
と
繕
す
る
人
格
者
を
相
手
取
う
て
や
る
事

に
外

な

ら

な

い
の
で
あ

る
。次

に
下
級
裁
割
所
の
剣
決
に
不
服
に
し
て
控
訴
す
る
揚
合
は
如
何
。
此
の
場
合
下
級
裁
判
所
の
制
決
は
、

一
慮
図

家

の
意
思
と
し
て
有
致
な
う
。
其
が
控
訴
に
よ
り
控
訴
機
關
尤
る
二
次
の
裁
制
所
に
於
て
、
更
に
新
な
る
制
決
が
下

る
時
は
、
前

の
國
家
意
思
は
清
滅
し
て
、
新
な
る
國
家
意
思
が
表
示
せ
ら
れ
π

の
で
あ
る
。
何
に
も
之
が
爲

め
に
双

方

の
裁
割
所
に
人
格
を
認

め
π
る
も
の
な
り
と
す
る
謹
擦
に
も
理
由
に
竜
成
ら
な

い
。
何
れ
の
場
合
も
機
關
を
通
じ

て
國
家
を
相
手
取
る
の
で
有
つ
て
、
機
關
其
の
も
の
は
何
庭
迄
も
濁
立
の
人
格
を
許
さ
れ
な

い
竜
の
で
あ
る
。

四
、
上
級
官
鷹
が
下
級
官
磨
に
指
揮
命
倫
す
る
は
、
要
す
る
に
上
級
官
騰
力
る
機
關
が
、
國
家

の
意
思
又
は
人

格
を
代
表
し
て
、
下
級
官
聴
力
る
機
關

の
職
務
権
限

の
範
園
を
指
示
せ
る
者
と
解
す
可
し
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
機
關

の
職
務
権
限
を
定
む
る
者
は
、
國
家
以
外
に
存
在
せ
ざ
れ
ば
な
う
。
此
の
揚
合
上
級
官
騰
禿
る
機
關

に
人
格
を
認
む

自
治
團
饅
は
國
家
の
機
關
に
あ
ら
ず

一
五
九
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可
き
も

の
に
あ

ら
ず
し

て
、
上
級
官
騰

π
る
機
關
は
直

ち
に
國
家

の
人
格
を
表
現
す
る
者
な
h
と
解
す
可
し
。
其

の

實

質
に
於

て
は
國
家
が
法
規
を
以
て
、
夫
れ
夫

れ
機
關

の
職
務
権
限
を
配
置
す

る
と
毫

も
異

な
ら
ず
。
此

の
場
合

下

級
官
磨

力
る
機
關

が
、
上
級
官
鷹

の
命

今
を
奉
ず

る
は
、
下
級
官
薦
た
る
機
關

に
人
格
を
認

め
泥

る
者
と
解
す
可
き

に
あ
ら
ず

し
て
、
其

の
職
務
権
限

の
状
態

が
國
家

の
代
表
機
關

π
る
上
級
官
磨
を
通

じ
て
國
家

に
依

ク
定

め
ら
れ
た

る
の
み
。
若

し
も
下
級
官
薦
が
上
級
官
聴

の
命
令

に
背

ひ
た

る
揚
合

は
如
何
。
其

の
揚
合

に
於

け
る
下
級
官
磨

の
行

爲

は
、
機
關
と
し
て
の
行
鴬

に
あ
ら
ず
し

て
、
機
關
を
構
成
す

る
自
然
人

の
行
爲

と
し

て
、
上
級
官
爵
を
通

じ

て
國

家

に
依

り
懲
戒
せ
ら
る

＼
こ
と
あ

る
可
き

は
既

に
述

べ
π
血
。
斯
る
揚

合

の
行
爲

は
、
或

は
取
消

さ
れ
、
或

は
訂

正

せ
ら
る
可
し
。
而
し
其

れ
が
取
消
さ

れ
又

は
訂

正
せ
ら
る

＼
迄

は
、
機
關

の
行
爲
と
し

て
有
敷
な
る
可
き
も

、
其

れ

は
取
消

に
依

b
叉
は
訂

正
に
依
り

て
、
或

は
消
滅
し
、
或

は
新

な
る
國
家

の
行
儒

と
し
て
表

は
る
可
し
。

此
に
於

て
論
者
或

は
日
は
ん
。
前

の
機
關

の
爲

せ
る
行
駕
が
、
不
注
不

正
と
し

て
取
消

さ
れ
、
叉

は
訂

正
せ
ら

る

＼
時

、
國
家

の
行
駕

に
は
過
失
叉

は
錯
誤
あ

る
事
と
成

る
に
あ

ら
ず
や
と

。
否
ら
ず

、
此

の
場
合
國
家

に

二
個

の
意

思
又
は

二
個

の
行
駕

の
封

立
す

る
者
に
あ

ら
ず
。
取
消
し
又

は
訂
正
に
依

る

一
個

の
意

思
叉

は

一
個

の
行
駕

の
存

在

す

る
も

の
に
し
て
、
封

立
す

る
に
あ

ら
ざ
る
な
う
。
取
消

し
又

は
訂

正
す

る
迄
は
、
前

の
行
駕

は
國
家

の
正
當

な

る

行
駕
と
し

て
数
力
を
有
し
、
取
消

に
依
わ

て
其

の
行
爲

は
消
滅
し
、
訂
正

に
依
ム

て
新

な
る
行
爲

と
成

る
の
み
。
前



後
の
行
駕

に
何
等
の
關
係
を
残
さ
ず
。

之
を
要
す
る
に
、
國
家

の
意
思
は
、
機
關
に
依

ゐ

て
構
成
せ
ら
れ
、
國
家
の
行
駕

は
機
關
に
依

h

て
行
使
せ
ら

る
。
機
關
の

一
畢

一
動
は
直
ち
に
國
家

の

一
畢

一
動
な
め
。
機
關

の
駕
す
行
駕

に
過
ち
な
く
、
機
關
の
駿
せ
る
意
思

に
誤
勤
力
る
意
思
な
し
。
之
れ
則
ち
國
家
の
機
關
は
國
家
の
機
能
を
構
成
す
る
道
具
禿
る
に
過
ぎ
ず
と
云
ふ
機
關
の

本
質
よ
う
當
然
流
出
す
る
結
論
な
め
。
若
し
も
國
家

の
外
に
機
關
の
人
格
あ
う
、
機
關

の
意
思
あ
ム
、
機
關

の
行
爲

あ
ウ
と
す
れ
ば
、
其
れ
は
何
れ
竜
皆
國
家
の
箪

一
人
格
者
π
る
観
念
を
破
壊
す

る
理
論
に
し
て
採
用
す
可
か
ら
ず
。

以
上
述
べ
疫
る
如
く
、
機
關
は
人
格
を
有
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
者
な
り
。
其
れ
故
に
人
格
者
π
る
自
治
團
燈
を
、

其
の
有
わ
の
儘
に
國
家
の
機
關
な
ム
と
云
ふ
こ
と
は
過
て
h
と
云
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。

・

此
に
於
て
論
者
或
は
説
を
儒
し
て
日
は
ん
。
人
格
を
有
す
る
者
と
錐
ど
竜
機
關

尤

る

こ
と

を
得
ぎ
る
者
に
あ
ら

ず
。
例
A
"ば
自
然
人
は
法
が
認
む
る
人
格
者
な
h
、
其
の
者
が
官
吏
と
な
う
て
官
磨
π
る
國
家

の
機
關
を
構
成
し
、

或
は
會
肚
の
取
締
役
と
な
う
て
會
肚
の
代
表
機
關
を
構
成
す
る
如
き
は
如
何
。
自
治
團
膿
な
る
者
は
、
誠
に
汝
の
言

ふ
如
く
に
、
注
が
認

め
て
人
格
を
賦
與
せ
る
者
な
る
に
相
違
な
け
れ
ど
も
、
其

の
者
は
恰
も
自
然
人
の
如
く
、
自
ら

其

の
有
す
る
諸
種
の
機
關
に
依
う
て
、
意
思
を
有
し
、
行
駕
を
爲
し
得
る
者
に
し
て
、
人
格
者
π
る
自
然
人
が
國
家

等

の
機
關
と
な
う
得
る
如
く

に
、
人
格
者
π
る
自
治
團
膿
竜
、
亦
國
家

の
機
關
と
成
6
得
ざ
る
筈
な
し
と
。

白
治
團
髄
は
國
家
の
機
關

に
あ
ら
ず

一
六

一
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夫
れ
然
り
、
豊
夫
れ
然
ら
ん
や
。
抑
も
自
然
人
た
る
人
格
者
が
、
會
肚
の
取
締
役
と
な
蚕
、
又
は
國
家

の
役
人
と

成
め
π
る
揚
合
は
、
同
時
に
其
の
者
は
人
格
者
と
し
て
の
猫
立
の
存
在
を
失
ふ
の
で
有

つ
て
、
官
臨
禿
り
取
締
役
π

る
資
格
に
於
て
、
機
關
と
な
h
て
、
國
家
又
は
會
肚
の
機
能

に
當
る
者
な
ム
。
其

の
然
ら
ぎ
る
を
得
ざ
る
所
以
は
、

人
格
者
を
其
の
有
う
の
儘
に
機
關
π
ら
し
む
る
之
と
は
、
予
輩
が
既
に
反
覆
述
べ
π
る
如
く
、
機
關
は
人
格
を
有
す

る
こ
と
を
得
ず
と
云
ふ
理
由
に
依
う
許
す
可
か
ら
ざ
る
庭
な
れ
ば
な
ム
。

其
れ
故
に
自
治
團
禮
の
揚
合
に
於

て
も
、
之
れ
と
同
標
に
し
て
、
若
し
竜
法
律
が
自
治
團
燈
を
採
用
し
て
、
國
家

の
行
政
機
關
と
駕
さ
ん
と
す
る
場
合
に
於

て
は
、
自
治
團
膿
を
し
て
其
れ
と
同
時
に
當
然
人
格
者
力
る
資
格
を
喪
失

せ
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
之
を
換
言
す
れ
ば
、
法
は
須
ら
く
人
格
者
尤
る
自
治
團
燈
と
、
機
關
π
る
地
位
に
於
け
る

人
格
者
π
ら
ざ
る
自
治
團
膿
と
を
匠
別
す
る
庭

の
道
を
講
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
ら
ざ
れ
ば
人
格
者
控
る
自
治
團
髄

と
人
格
者
π
ら
ざ
る
自
治
團
膿
と
が
同
時
に
同

一
物
に
付
て
存
在
す
る
結
果
と
な
5
不
郡
合
な
れ
ば
な
ム
。

第
二

機

關

名

構

論

此
に
於
て
、
法
は
機
關

の
構
成
者
π
る
人
格
者
と
、
人
格
な
き
機
關
其

の
者
と
を
颪
別
せ
ん
が
駕

め
の
方
法
乃
ち

名
稽
を
使
用
す
る
之
と
を
例
と
す
る
の
で
あ
る
。
之
れ
則
ち
機
關
を
構
成
す
る
庭
の
自
然
人
が
、
官
吏
と
か
、
官
磨



と

か
、
公
吏
と
か
、
吏
員
と
か
、
國
務
大
臣
と
か
、
丈
部
大
臣
と
か
云
ふ
如
く
に
、
固
有
の
人
格
者
と
し
て
有
す
る

氏
名

の
外
に
別
異

の
名
稽
を
附
せ
ら
れ
、
會
肚
の
機
關
禿
る
人
間
が
、
其
の
固
有
の
氏
名
の
外
に
、
更

に
取
締
役
な

る
機
關
と
し
て
の
名
稻
を
附
せ
ら
る

＼
所
以
に
し
て
、
如
斯
に
機
關
を
構
成
す
る
元
來

の
人
格
者
π
る
自
然
人
と
、

人
格
者
π
ら
ざ
る
機
關
と
し
て
の
人
間
と
を
優
別
す
る
事
は
、
事
物
自
然

の
常
習
に
基
づ
け
る
者
と
謂
ふ
可
し
。

想
ふ
に
自
治
團
膿

の
揚
合
に
於
て
も
、
法
が
法
人
と
し
て
其
の
者
に
濁
立
の
人
格
を
與

へ
な
が
ら
、
其
の
有
ゐ
の

儘

に
、
國
家

の
行
政
機
關
尤
ら
し
む
る
筈
な
し
、
若
し
竜
其
れ
を
し
て
眞
に
國
家
の
機
關
π

ら

し

む
る

の
意
あ
ら

,ぱ

、
須
ら
く
其
の
自
治
團
膿
の
固
有
の
名
稽
だ
る
何

々
町
何

々
村
何
々
會
議
所
の
外
に
、
更
に
何
等
か
其
れ
が
機
關

禿
る
意
味
を
表
明
す
る
庭
の
別
異

の
名
稽
を
附
與
す
可
き
者

に
あ
ら
ぎ
る
な
き
か
。
其
れ
故
に
普
涌
學
者
の
所
謂
委

任
事
務
の
揚
合
に
於
て
、
若
し
も
論
者
の
言
ふ
如
く
、
法
律
が
自
治
團
髄
を
し
て
國
家
の
行
政
機
關
π
ら
し
む
る
精

紳
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
其
れ
が
國
家

の
行
政
機
關
力
る
關
係
を
表
は
す
爲

め
に
、
法
は
自
治
團
燈
に
劃
し
て
須
ら
く

自
治
團
膿

の
固
有
す
る
名
稽

以
外
に
、
機
關
と
し
て
の
別
異

の
名
稻
を
有
せ
し
む
可
き
に
關
は
ら
ず
、
法
が
此
の
事

を
爲
さ

里
る
は
、
國
家
は
自
治
團
膿
を
國
家
の
行
政
機
關
と
し
て
國
家

の
政
務
を
腱
理
せ
し
む
る
の
主
意
に
あ
ら
ず

し

て
、
恰
も
自
治
團
膿
が
其
の
固
有
事
務
を
取
扱
ふ
揚
合

の
如
く
團
髄
其
れ
自
身
の
事
務
と
し
て
其
れ
を
庭
理
せ
し

む
る
の
主
意
に
外
な
ら
な

い
と
解
す
可
き
が
當
然
な
る
可
し
。

自
沿
團
髄
は
國
家
の
機
關

に
あ
ら
ず

」

六
三
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、

第
≡

機

關

の
機

關

説

更

に
他

の
方
面
よ
う
見

る
に
、
自
治
團
膿

は
法
律
に
依
う
人
格
を
賦
與

せ
ら
れ
π
る
者
な
う
。
其
れ
は
恰
竜
會
肚

の
如
く

、
自

己

の
意
思
を
構
成

し
、
其

の
事

務
を
施
行
す
る
爲

め
に
、
種

々
の
機
關

を
有
す
。
其

の
機
關

は
則
ち
自

治
行
政

の
機
關
な
ゐ
。
此

の
揚
合
若

し
も
論
者

の
言
ふ
が
如
く

、
自

治
團
膿
其

の
者
が
、
他
方
に
於

て
國
家

の
行
政

ヘ

ヘ

へ

う

ヘ

へ

り

ら

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

ぬ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

機
關
控
る
場
合
あ
り
と
す
れ
ば
、
其
れ
は
自
治
團
膿
な
る
國
家

の
行
政
機
關
が
、
更
に
自
治
行
政
の
機
關
を
保
有
す

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

ら

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

る
事
と
な
わ
、
機
關
の
機
關
あ
り
と
云
ふ
事
と
な
る
。
而
か
も
此
の
二
種

の
機
關
は
、

一
は
國
家

の
行
政
機
關
に
厩

し
、

一
は
自
治
行
政

の
機
關
に
罵
す
、
從

つ
て
其

の
職
務
権
限

の
上
に
於

て
、
性
質
上
全
く
相
反
せ
る
二
種
の
機
關

が
、
主
客
の
關
係
に
立

つ
て
存
在
す
る
結
果
と
な
う
、
彼
の
行
政
官
磨
π
る
國
家

の
機
關
が
、
其
の
同

一
系
統

の
機

關
π
る
補
助
機
關
を
保
有
す
る
場
合
と
、
大
に
其
の
趣
き
を
異
に
し
、
頗
る
愛
轄
古

の
竜
の
と
な
る
可
し
。
之
亦
自

治
團
膿
が
國
家

の
行
政
機
關
虎
る
事
を
得
ざ
る

一
つ
の
理
由
に
藪
ふ
る
事
を
得
可
し
。

若
し
其
れ
國
家
が
法
令

の
規
定
を
以
て
、
直
接
に
自
治
團
膿

の
機
關
を
し
て
、

一
定
の
國
家
事
務
を
庭
理
せ
し
む

る
揚
合
に
あ
う
て
は
、
普
通
學
者
の
唱
ふ
る
如
く
自
治
行
政
の
機
關
は
、
他
方
に
於
て
國
家
の
行
政
機
關
と
し
て
、

全
く
別
種
の
關
係
に
立
ち
働
く
者
に
し
て
機
關
相
互
の
間
に
何
等
注
律
上
の
關
係
を
有
せ
ず
、
叉
人
格
者
が
人
格
者



禿
る
資
格
に
於

て
機
關
控
る
と
云
ふ
如
き
關
係
を
竜
生
ぜ
ざ
る
な
ウ
。
例
合
ば
市
町
村
長
が
法
令

の
規
定
に
基
づ

い

て
、
小
學
校
を
管
理
し
、
戸
籍
事
務
を
取
扱
ふ
如
き
揚
合
は
之
に
厩
し
敢
て
其

の
不
可
な
る
を
見
ず
。

第
四

結

胎
i囮

 

之
を
要
す
る
に
、
行
政
機
關
な
る
者
は
、
官
治
行
政
の
機
關
と
自
治
行
政

の
機
關
と
の
二
種

に
過
ぎ
ざ
る
者
に
し

て
、
適

々
前
例
の
如
く
、
自
治
行
政
の
機
關
が
特
別
な
る
法
令

の
規
定

に
基
づ

い
て
、
官
治
行
政
の
機
關
π
る
揚
合

等
あ
う
と
錐
ど
竜
、
自
治
團
髄
其
の
者
が
其
の
有
並
の
儘
に
て
、
國
家

の
行
政
機
關
π
る
と
言
ふ
事
は
到
底
有
り
得

可
か
ら
ざ
る
虜
な
め
。

從
來
多
藪

の
學
者
は
、

一
口
に
自
治
團
艦
は
國
家

の
行
政
機
關
な
蚕
と
稻
す
れ
ど
も
、
實
際
に
於
て
は
其
の
意
味

一
定
せ
ず
、
或
は
軍
に
自
治
團
燈
が
其
の
公
共
事
務
を
取
扱
ふ
黙
を
指
し
て
云
ふ
揚
合
あ
う
、
或
は
學
者
の
所
謂
委

任
事
務
の
揚
合
の
み
を
指
し
て
云
ふ
事
あ

り
、
其
の
他
自
治
行
政

の
機
關
が
國
家

の
行
政
機
關
と
し
て
利
用
せ
ら
る

、
場
合
を
も
指
し
て
云
ふ
事
あ
ム
、
更

に
或
は
右

の
二
つ
の
場
合
を
合
せ
指
し
て
稽
す
る
揚
合
も
あ

り
て
、
學
者
の

所
謂
自
治
團
膿
が
國
家
の
行
政
機
關
な
う
と
云
ふ
文
字
の
内
容
は
紛
々
と
し
て
定
ま
る
腱
あ
る
を
知
ら
ず
。

想
ふ
に
、
薗
治
團
禮
が
果
し
て
國
家
の
機
關
な
う
や
否
や
の
問
題
は

一
見
極
め
て
竿
凡
な
る
法
學

の
入
門
に
し
て

貞
治
團
禮
に
國
家
の
機
關
に
あ
ら
ず

一
雰
匠
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而
か
も
實
際
に
於
て
は
頗
る
重
大
顯
著
な
る
問
題
な
る
事
更

に

一
黙
疑
ふ
の
鯨
地
な
し
。
然

る
に
關
は
ら
ず
、
上
述

の
如
く
諸
説
の
紛
交
せ
る
、
今
猫
其
の
解
決
に
向

つ
て
、
學
者
の
間
に
比
較
的
冷
静
に
閑
却
せ
ら
る
㌧
の
嫌
ひ
あ
る

の

一
事
は
、
予
輩
窃
か
に
學
界
の
爲
め
に
採
ら
ざ
る
庭
な
り
。
世

の
法
學
に
志
す
者
の
中
に
は
不
幸
に
し
て
予
輩
と

其
の
戚
を
同
ふ
す
る
者
な
き
に
非
ぎ
る
な
き
か
を
深
く
恐
る
＼
に
依
う
、
敢

て
自
ら
の
無
識
を
顧
み
ず
、
柳
か
所
信

を
披

い
て
世
の
叱
正
を
侯

つ
。
學
者
幸
に
予
輩
の
眞
意
の
存
す
る
庭
を
諒
と
し
て
敷
ゆ
る
庭
あ
ら
ば
、
其
の
喜
び
は

濁
う
筆
者
の
み
に
止
ま
ら
ぎ
る
可
き
な
ム
。




